
冷戦構造 と東南アジアの形成

古 田 元 夫

戦略的な意味で定義 される地域的枠組み としての 「東南 アジア」の形成に、冷戦構造が大 き

な役割を果た したのは周知の こととな っている。まず東南アジアにおける冷戦構造の起点 と

なった、1950年 の危機 と東南ア ジアの形成について、簡単に触れておきたい。1950年 は、冷戦

構造 と東南アジアの関係 を考える際に重要な年であ った。前年に誕生 した中華人民共和国が、

ベ トナム民主共和国を承認 し、 ソ連 もこれに続いた。 これに対 してアメリカ合衆国が、 フラン

スのイン ドシナ戦争に対す る直接的な支援に乗 り出 した年である。 この時のアメリカの動 きは、

1950年 という年に顕在化 した、 グローバルな意味での危機 と関連 していた。

まず第一に、ソ連の核兵器保有によるアメ リカの核独占の崩壊があった。アメリカが 自らの

国土への核攻撃を覚悟 してまで、同盟国を防衛する意志があるのかとい う疑問を生み、アメリ

カの核の傘への信頼性に疑悶を投げかける出来事であった。第二に中華人民共和国の成立があ

る。 日本の最大市場であった中国が、資本主義世界経済か ら離脱するという、世界経済、特に

日本経済の再建にとって はゆゆ しい問題であ った。更に、朝鮮、台湾、東南 アジア等のまだ帰

趨が定かでなかった地域が、中国の影響下 に組み入れ られる可能性 もある。それに加えて 日本

が市場確保のために、新中国 との政治的な妥協か らアメ リカと距離をお くようなことになれば、

アメ リカの覇権に極めて深刻な事態を招きかねなかった。そ して第三に、アメリカが主導す る

資本主義世界経済 にとって決定的に重要であ った西欧諸国と日本の経済再建 は、 この時点では

まだ安定 した軌道 に乗 りきっていなかったという事情が加わ る。このような ことか ら、 アメ リ

カ合衆国の指導者の間に深刻な危機感が形成 されたと言われている。

1950年 危機に対するアメリカの反応 は、冷戦の軍事化及び西欧諸国や日本の経済の市場とし

ての第三世界に向け られ、政治的軍事的な安定への関心が増大 してい くことと、アメリカの世

界戦略にとって重要 な意味をもっ、戦略的な地域枠組みと して登場 して くるのが 「東南ア ジ

ア」である。中国革命の影響が直ちに波及 しかねない危険性 を持っと同時に、政治的軍事的に

確保できれば、中国市場 に代わ りうる市場と しての可能性があり、急速に注 目をされるように

な った。当時の東南アジアには戦争中の日本の行動 と、西欧の植民地主義に対す る強い反感が

存在 していたが、アメリカは共産主義の脅威に対抗す るためには、植民地主義と手を結んでで

も、 この地域の政治的軍事的の安定を図 り、資本主義世界経済の一翼と して統合する道を求め

て いくことになる。

この東南アジアで最 も深刻な軍事的問題が存在 していたのが、ベ トナム、 インドシナであっ
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た。 ここを ドミノの最初の駒 とみなす 「ドミノ理論」を もって、アメリカは覇権国が負 うべ き

政治的軍事 的な負担 と してベ トナム介入 を選択 し、 これが後 にベ トナム戦争 につなが って

いった。

50年 代初頭の、 日本 と東南アジアを結びっけようとするアメ リカの露骨な動 きは、 「アメ リ

カ版大東亜共栄圏」とい う非難を浴びることとなった。また この時期実際に、日本経済の復興

に直接的なイ ンパ ク トを与えたのは、東南ア ジアではな く朝鮮戦争であ ったことも見過せない。

しか し中国革命を封 じ込め ると共に、 日本の経済発展 に奉仕すべ き地域 とい う戦略的意義を

担 った、 「東南アジア」とい う地域性は、その後のベ トナム戦争を頂点 とした冷戦構造の中で

確実に実体化 してい った。 「東南アジア」という地域性が、歴史的には他律的に形成される側

面を常に持 っていたとするな らば、 これは、現代 に直接っなが る冷戦時代における 「東南 アジ

ア」形成に も貫徹する性格だったと言えるだろう。

冷戦版 「東南アジア」とい う地域性の登場 は、現地 との関係ではどのような意味を持 ってい

たのだろうか。私が論ず ることができるのはベ トナムのことだけであるが、そこを例にとって

問題を考えてみたい。

冷戦版 「東南ア ジァ」の 「最前線」 と位置付けられ るに至 ったベ トナムに とって、冷戦構造

の出現は、その 「東南アジア」指向を一時的に阻害する役割を果すことになる。第一次イン ド

シナ戦争の初期、ベ トナム民主共和国は国際共産主義運動か らは地理的な孤立状態におかれて

いた。ベ トナム民主共和国の共産主義は、8月 革命とい う自生的な革命で生 まれた権力であ り、

東欧や北朝鮮のよ うに進駐 したソ連軍の支援で成立 したものではなか った。この時期、ベ トナ

ム民主共和国は東南アジア地域の一員であることを積極的にアピール し、自らを東南ア ジア地

域国家 として位置付ける試みを していた。第二次世界大戦後、東南アジアは最 も早 く独立運動

が激 しく展開された地域であ り、国際共産運動か ら孤立 して いたベ トナムにとっては、東南ア

ジア諸国との連携が大 きな励ま しとな ったのだろう。

第二次世界大戦中に国際社会で使用され始あた 「東南アジア」という概念は、大戦直後の1945

年11月25日 付 けの イン ドシナ共産党中央委員会の指示の中に早 くも登場 している。この指示 に

は 「被抑圧民族と植民地支配の間の矛盾は、東南アジアで最 も激 しく展開されており、現代で

もインドシナの民、イン ドネ シアの民の民族解放戦争や、イン ドにおける流血デモが発生 して

いる」という一説がある。ベ トナム人は自分達の抵抗戦争を東南アジア地域の中に位置づけて

いた。1947年 にニューデ リーで開催 されたアジア関係会議に参加 したの も、 自分達の抵抗戦争

を近隣諸国の独立運動 と結びっける努力の一環であったと言えるだろう。
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このベ トナムの 「東南アジア」指向の現実的な基盤 は、1945年 か ら47年 の11月 まで存在 して

いた自由タイ政府であ った。特にその中心人物の一人で、一時は首相で もあったプ リーディは、

イン ドシナ三国のフランス復帰に対す る抵抗運動 に極めて同情的であ り、バ ンコクにはベ トミ

ン代表部 も置かれ、どこか らも正式な国家承認を得 られなか ったベ トナムにとって、外交活動

の拠点 とな っていた。さ らにカンボジア人やラオス人の反 フランス勢力との連携を構築 し、カ

ンボジア、ラオスでの抵抗運動の強化を図 る上でも、 タイは重要な場所であった。

第二次世界大戦の末期か ら直後にかけての時期には、クメール ・イサラク、ラオ ・イサラと

呼ばれ る本格的なナショナ リズム運動がカンボジア、 ラオスに形成され、 この両運動 は共 に自

由タイ運動 と密接 な関係 を持 っていた。 カンボジア人や ラオス人の間で は、植民地的な ヨー

ロッパ式教育を受けた知識 人の数は少なか ったが、政治的覚醒の中心を担 った、伝統的知識人

としての仏教僧侶を始め とし、南方上座部仏教 という同一の文明圏に属す るタイと密接 な関係

を持つ人々が、 このよ うな運動では大 きな役割を担 っていた。従 って タイはベ トナム人共産主

義者にとってはクメール ・イサラク、ラオ ・イサラの共闘関係を形成するためにも重要な場所

であ り、1946年 にイン ドシナ共産党は西部戦線軍事委員会をバ ンコクに置き、タイ在住ベ トナ

ム人の武装部隊を形成 して、カンボジア、 ラオスに派遣す る一方で、 クメール ・イサラク、ラ

オ ・イサラの連携を図 って いた。

このベ トナム、カ ンボ ジア、 ラオスというイン ドシナ三国の同盟は、r旧 フランス領 イン ド

シナ」という枠組みでの連携を求めた場合 には、ベ トナムが飛 び抜けた大国であ り、カンボジ

ア人やラオ ス人の強 い警戒感が存在せざるを得ない。 このような緊張関係をはらんだ同盟 を促

進 したの は、よ り広い 「東南ア ジアの協 力」という枠組みの中に、それを位置づけた ことで

あ った。 「東南 アジア」という枠組みは、カンボジァ、ラオスの人々が 「インドシナ」という

枠組み=ベ トナム人の優位 とい う発想から自由にな り、ベ トナムとの協力を考える上で重要な

意味を持 った。 ラオイサ ラ、クメールイサラクの共 同覚え書きでは、将来の構想 として、 ビル

マ、 タイ、マラヤ、イン ドネシア、ベ トナム、カンボジア、ラオスによ って構成 される 「東南

アジア諸国の連邦」 とい うアイデ ィアが呈示 されてお り、カンボジアとラオスの抵抗運動にお

けるベ トナムとの協力の促進が うたわれている。 「東南ア ジア」という枠組みは、ベ トナムに

とっては中国を中心とする軌道か らの離脱をはかる道であ り、カンボジア、ラオスには、ベ ト

ナムの影響力を中立化 し得 る枠組みだった。 このような意味での 「東南 アジア」が、 この当時

使われていたことに注目 してお きたい。

こういう状況の中で、1947年9月 、タイのプ リーディとベ トナムのチャ ン・バ ン ・ザオウが
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中心 になり、植民地主義 に抵抗する東南ア ジア諸国の協力をうたい結成されたのが 「東南 アジ

ア連盟」であった。 これは 「東南アジア」とい う地域概念を、東南アジアの人々が積極的な意

味で使用 した最初の組織であった。 もっともこの連盟は短命に終わって しまう。連盟結成 は、

プリーディ派が密かにベ トナムに武器を横流 ししているのではないか という、 タイの軍部や財

界の警戒心を高めさせ、47年11月 には ピブ ン派の軍人によるクーデターが発生 し、自由タイ政

府の崩壊 とともに 「東南ア ジア連盟」 も消滅 して しまう。反共産主義を重視 したピブン派のタ

イ政府は、48年 の初あにはラオスの亡命兵士の退去を求めるなど、 イン ドシナの抵抗運動に対

して も冷淡な姿勢を示すよ うにな った。 しか し、 この時期にもまだ、タイはベ トナムの外交活

動の拠点と して重要な意味を持 って いた。48年 にイン ドシナ共産党 は、 タイにイン ドシナ共産

党中央幹事会を設置 し、西部戦線軍事委員会及 びベ トミン代表部を総括 した。その代表 となっ

たホアン ・バ ン ・ボア ンの活動は、彼 自身が1949年 の中華人民共和国の成立後、ベ トナム民主

共和国初代大使 として北京に行 くまで続けられ、バ ンコクのベ トミン代表部 も、タイがバオダ

イ政権を承認す る1950年 まで存続す ることになる。

このベ トナムの 「東南アジア」指 向は、その起源をフランスの植民地支配形成に見ることが

で きる。 フランス植民地支配は三つの意味で、それまで歴史的には中華世界の中に自らを置 き

続けて きたベ トナムを、中国を中心と した軌道か ら切り離 し、東南アジアの中に自己を定位す

るよ うに方向づけたと考えている。フランス植民地支配が、中国のベ トナムに対す る宗主権否

定の上に成立 したということ。ベ トナム知識人を中華世界に結合 させていた、漢字 ・漢文文化

を廃絶 し、フラ ンス語の普及 と共に、ベ トナム語の ローマ字表記を定着させたこと。そ して、

ベ トナム、カンボジア、ラオスを 「イン ドシナ」という枠組みで支配 し、ベ トナム人に東南ア

ジア世界の隣人との関係調整という課題を明示 した ことが挙げ られる。このフランス植民地支

配の形成によ って仕込まれた流れが、ベ トナム独立 によって顕在化 したのが、東南アジアの地

域国家 として自己を位置づけようとする試みであり、おそ らくそのメインテーマはベ トナムの

自立であ っただろ う。

このベ トナム民主共和国の 「東南アジァ」指向が、一時期にせよ終止符を うっことになった

のは、中華人民共和国という 「アジア革命」のセ ンターの形成であった。1950年 初頭、ベ トナ

ム民主共和国 は自らを中華人民共和国という 「兄弟国」を背後 にもつ、 「民主陣営の東南アジ

アにおける前線基地」と位置付け、他の資本主義的東南アジアに対峙 してい くことに、自らの

存在価値を見 い出 してい くようになる。近代国民国家は 「普遍国家 としての世界帝国」とは明

確 に異な る個別主権国家である。 こうした国民国家 も人類普遍的な価値 との結合を強調 し、そ
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こに自らのナショナルアイデンティティを見い出すことができる。それを 「普遍国家」 と呼ぶ

な らば、ベ トナム民主共和国は冷戦構造の中で 「普遍国家」としての道を採用 した ことになる

だろう。当時、ベ トナムとフランスとの戦争が本格化 して三年が経過 していた。短期間で紛争

を終結で きるとい うフランスの思惑 は挫折 したものの、戦線は依然膠着状態にあ り、ベ トナム

に も軍事的勝利の明確な展望があ ったわけではない。ベ トナムが中華人民共和国 という巨大な

支援者の出現に、大いに期待 した ことは不思議ではないだろう。

ベ トナムと冷戦との関係 は、冷戦 という大国主導の国際政治の構造に、ベ トナムとい う小国

が自動的に巻き込まれた という側面だけが強調 されがちだが、ここで強調 してお きたいことは、

ベ トナムが冷戦を主体的、積極的に担 った側面である。1951年 にイン ドシナ共産党を改組 して

誕生 したベ トナム労働党は、党の規約に毛沢東思想を明記 した。 これは朝鮮戦争の勃発とそれ

に対す る中国の参戦とい う事態を受けつつ、中国のベ トナムに対す るコ ミッ トメン トを明確に

す る措置であったのだろ う。だが、同時に彼 らは毛沢東思想をあ くまで も 「スター リンによっ

て も承認されている、ア ジア革命の普遍的なモデル」としている。 これによって、中国を中心

と した軌道に引き戻されるという、ベ トナム ・ナショナ リズムか らすれば問題になる選択をす

ることに対 し、抵抗感の軽減を図ったのだろ う。普遍的モデルとしての毛沢東思想を掲げるこ

とは、 「普遍国家」としてのベ トナムという存在意義の主張にっなが ると考えられた。いずれ

にせよ、中国モデルの受容は、中国か らの押 しつけで はなく、 自主的、主体的な選択であった。

更にベ トナム戦争の時代、北 ベ トナムは自らを社会主義陣営の一員 とし、 「普遍的 な社会主

義」を掲 げる国であることを極めて強調する。 ここには、ベ トナム戦 争(南 部解放闘争)に 引

け腰であったソ連、中国 という、社会主義陣営の中心からのコミッ トメ ントを確かな ものに し

よ うとする意図が明白に見て取れる。それは社会主義陣営の辺境 とい う、ベ トナムの 自己認識

の現れであった。 ここに、逆説的で はあるが、他律的な辺境地域と しての東南アジア という性

格が貫徹 していた、とい う見方 もで きるか もしれない。冷戦構造は、ベ トナムの東南アジア指

向を一時頓挫させ、中国を中心 とした軌道に追いや るとい う問題をは らむ ものであった。

冷戦が単に資本主義 と社会主義の対立とするな ら、ベ トナムが自らを中心 とする東南ア ジア

革命を構想するという選択肢 もあっただろう。 しか し実際 には、 「毛沢東を総司令官とするア

ジア革命」の中に自己を位置付けぎるをえなか った。それはあ る程度の軍事援助をベ トナムに

保障 したが、逆 に第一次 イン ドシナ戦争は長期化 し、東西関係に緊張緩和の兆 しが生 まれる

1954年 まで続 いた。 しか もジュネーブ協定 によって、東西両陣営の縄張 りの境界線が17度 線

に引かれ、 この拘束か ら脱す るためにはアメ リカを相手に戦わねばな らな くなった。
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アメリカの冷戦政策は、ある意味で極めて逆説的と言える。東南アジアにおける最大の課題

は中国封 じ込めにあった。地政学的に言えば、東南アジアに対する中国の影響力拡大を阻止す

る最良の防波堤 は、統一 された強力なベ トナムの存在だろう。だがアメリカの とった政策は全

く逆であ った。ベ トナムを南北 に分断 し、北ベ トナムは中国を中心 と した軌道に追いやること

になって しまった。

ベ トナムにとってベ トナム戦争は、17度 線による分断を克服する戦いであった と同時に、冷

戦版の 「東南アジア」がベ トナムに強いた、.中国の周辺革命 という拘束性から脱する戦 いで も

あった。ベ トナム人共産主義者は、アメリカを相手 とする戦争が本格化 した1960年 代の半ばに、

自分達の戦いを世界革命の焦点 と位置付け、それまでの社会主義陣営の辺境 という位置か らの

脱却を図るよ うになる。その意味では、ベ トナム戦後 に、ベ トナムと中国との関係がこ じれて

しまったことも、決 して偶然ではなかったと言えるだろう。

ベ トナム戦争は、ベ トナム周辺地域にアメ リカの ドルと日本製品を大量に流入させ、東南ア

ジア諸国の経済発展を軌道に乗せて、冷戦版 「東南アジア」を実体化 させた。だが、もうー方

で米 ・中対立を軸 とし、ベ トナムを中国中心の軌道に追いや り、冷戦版の 「東南アジア」の柱

を崩 してい った側面を合わせ持っ。アメ リカが主導 した冷戦版 「東南 アジア」の裏返 しが、中

国の周辺革命 としての 「東南アジア」であるな らば、冷戦時代の東南ア ジアには今一っの動 き

がある。それは東西両陣営の対立から距離をおこうとする 「中立主義」である。東南ア ジアで

は、ベ トナム戦争 とい う冷戦時代では最大の熱い戦争が展開 された。 このよ うな対決か ら距離

をお くことによって、自己の安全 と自立を守ろ うとする、超大国の専横か ら自由でありたいと

す る精神は、東南アジアに深 く根付いていった。

この中立主義 も冷戦構造の一っの主体的な担い方であったとす るな らば、冷戦時代の東南 ア

ジアは、自由主義陣営、社会主義陣営、中立主義 という分裂を見せるが、いずれ も自己の自立

を求めっっ、冷戦構造を主体的に担 ったとい う共通項で結ばれていた。冷戦後、東南アジアの

急速なASEANに よる一体化は、冷戦時代の分裂か ら見れば奇妙な出来事だが、冷戦を主体

的 に担 ったという共通項を考慮すれば理解出来ない話ではない。ASEANも アメリカ主導の

冷戦版 「東南アジア」の産物とい う側面は確かにあるが、SEATOと は明確に異な り、また'

中立主義的な精神の系譜 も継承 した域内諸国のみによる組織であ ったことは、冷戦後に東南ア

ジアー体化の基礎 として機能する上で重要だった。

ベ トナム戦争終結後、中国との対立に陥 ったベ トナムは、急速に東南アジア指向を復活させ

る。 さらに、 ソ連、東欧における社会主義体制の崩壊 によって、社会主義を普遍的理念 とす る
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「普遍国家」としての存在 は極めて困難にな ったが、その時点 までに、ベ トナムは自らの存続

意義を東南アジアの地域国家として位置づけるという選択肢を手に入れた。その場合、ベ トナ

ムが自らを参加させるべき相手がSEATOの よ うな組織ではな く、ASEANと い う極めて

雑多な要素を抱え込んみ、 自立というテーマを共有す る組織であったことは、共産党支配体制

を維持 したままのベ トナムにとっては幸いだったと言えるだろう。

冷戦構造は東南アジアにとっては外在的な秩序であり、東南アジアには冷戦その ものに成立

の正当性を持っ政権はなか った。唯一の例外であった南ベ トナムも、ベ トナム戦争で潰れて し

まっている。冷戦の崩壊 によってベ トナムは普遍国家か ら地域国家への転換を迫 られたが、

1945年 の8月 革命 と東南アジア指向の時代 という、帰 るべ き原点を持 っていた。 これ は冷戦の

鉄のカーテンの中で成立 した、東欧の共産党政権 とは全 く異なる強み と言えるだろ う。ベ トナ

ムはベ トナムであり、 ミニ中国で も、人類普遍の社会主義を担 った現代版普遍国家で もない。

そのことを示すために、ある特定の大国なり文明が卓越 してその勢力圏に入 ることを意味 しな

い 「東南アジア」という枠組みの中に自己を位置付ける。っまりは 「東南アジアのベ トナム」

とい うのが落ち着 きがいい。東南アジアの一員 となること、ASEANに 加盟す ることによっ

て、ベ トナムはベ トナムになったというのが私の議論である。

ただ、冷戦は外在的秩序であ ったが、 「東南アジア」とい う地域性の形成に冷戦が大 した意

味を持たなか った ということではない。逆に国際政治において意味ある枠組み としての 「東南

アジア」は、冷戦の時代に本格的に成立 したと言 って もいい。それは東南アジアが冷戦構造に

深 く巻 き込 まれたためであ ったと同時に、極めて主体的に冷戦構造に関わ ったためでもあった。

ネ ッ トワークとの関連で言えば、ベ トナムは東南アジアに張 り巡 らされた華僑 ネッ トワーク

からも辺境に位置する。辺境の中の辺境ベ トナムが、東南アジアの地域性の形成に貢献するに

は、ベ トナム戦争で300万 の犠牲者を出す という道 しかなか ったのか もしれない。

現在の東南アジアー体化は、冷戦時代 に各国が発揮 した主体性の方向は問題 とせず、ひたす

らこの時代を主体的に生 きて成長 して きた国々として、その自立促進のために共生 しようとい

う試み に見え る。 この試 みの正否 は、ベ トナムはベ トナムであるとい った場合の、 「ベ トナ

ム」 とは何かという問題が未解決であると同様、今後の課題 ということになるのだろう。
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コ メ ン ト

松 岡 自
兀

かってベ トナムを南北に分割 していた、北緯17度 線 というラインがあった。それには今まで

我 々が思 っていたのとは別の、重要な意味合いがあったのではないか ということを感 じた。 そ

れ は冷戦をどう把握す るかということにも関わって くる。 もちろん冷戦 は一面で、アメリカと

ソビエ トを頂点 とす る二っの陣営の、核 を持 っての厳 しい対立抗争であ った。 しか し同時 に

様々な形で、超大国同士の協力 という側面がかいま見 られる。 とりわけ1960年 代初頭、 アメ リ

カの政権がアイゼンハ ワーか らケネディに移 った頃、繰 り返 しワシン トンの内部で出て きた議

論は、冷戦の休戦ライ ンをソビエ トに守 らせて、 自由世界の国境を尊重 させ るというものだ っ

た。その意味で17度 線 とい うのは、 まさに自由世界の国境であ り、冷戦の休戦 ラインその もの

であった。

冷戦 におけるコモン ・ローという表現が、政府内の文書で よく使われた。それはいわばアメ

リカとソビエ トという二人のプ レーヤーが演 じる、冷戦というゲームのルールであった。 これ

を相手 に受 け入れさせ、同 じ土俵の上に立っ ように仕向けな くてはいけない。その目指すとこ

ろは、アメリカとソビエ トがお互いの共通の利益、あるいは世界の大国 として共有する責任を

認識 しあ うことだった。当時、米 ソが共 に手を携えて当たる相手 は、いわゆ る第三世界に勃興

していたナショナ リズムであ った。それを、米ソが作 り上げる秩序、安定、平和 に対する挑戦

と して受けとめたのだ。

そのような視点で東南アジアを見たとき、ベ トナム自身による東南ア ジア指向というものは

とうて い容認出来ないだろう。アメ リカは政略的な意味、あるいは東南アジアの帰趨が他の地

域 に及ぶ影響とい う外的要因から、東南ア ジアという地域を必要 としていた。それはおそらく

1950年 代か ら60年代末頃まで、ず っと共通 していた。

その意味では、北緯17度 線は、ベ トナムの南と北 という二っの国家が、互 いの正統性を争 う

ローカルな紛争の最前線であ り、グローバルな西側と東側、 自由陣営 と共産陣営という戦いの

最前線で もあった。そして今日のテーマか らいえば、冷戦版 「東南アジア」と、中国の周辺の

革命 としてハ ノイが主体となって作 りあげようとす るベ トナム版 「東南アジア」という、二っ

の東南アジアの境界線が17度 線であ ったと考えて も決 して差 し支えないだろ うし、また一番重

要なのではないか と考えている。
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ベ トナム民主共和国が目指 した 「東南アジア」に対比 させて、アメリカが 目指 した 「東南ア

ジァ」を簡単に紹介 してお きたい。アメリカが考えていた 「東南アジア」という地域が形成 さ

れるとすれば、それは西はイ ンドか ら東は日本 までの広範 な地域の一っのコァだ。それを野球

に例えて言 うには、東南アジアの中で もイン ドシナ半島、とりわけメコン流域がキャッチ ャー

で、内野手がイン ドネシア。 レフ トにイ ン ドがいて、ライ トにオース トラ リアが いる。 ピッ

チャーは当然アメ リカで、東南アジアはアメリカというピッチャーが投げる球を待ち構えてい

るキャッチ ャー ミッ トだという表現す らあ る。つ まりアメ リカが主導権を もって作 り上げてい

くということだ。アメリカが求めていた東南ア ジアは、本質的にはあ くまで もサイゴンで もバ

ンコクでもな く、ワシン トンが中心 にあった。

質疑応答

立本 ベ トナムの東南アジア指向は、初期の

東南アジア指向と、冷戦体制下の東南アジア

指向では、指向の中心部が転換 している。

ASEANは 東南アジアの島懊国が多いが、

それに対 して、元々ベ トナムが東南アジアと

いう言葉を使いだ したときは大陸部を見てい

たのではないか。フランス支配の遺産という

ことも語 られたが、フランスの地域概念とし

ての東南アジアも大陸部だけ しか見ていない

側面がある。東南アジア連盟で もフランスの

東南アジア支配が問題となる。植民地が見た

地域概念をどこまで引きず っているのか。そ

こからいかに して脱皮 し、大陸部か ら島蝦部

ASEANに い く転換 は、どういう契機が

あったのか。

古田 ベ トナムが第二次世界大戦後 に 「東南

アジア」という言葉を使うようになった段階

で、影響を及ぼしていたものが連合軍の東南

アジァ戦区という意味の東南アジアと、フラ

ンスの概念下にあった大陸部 との重な りで

あったことは指摘のとおりだろう。東南アジ

ア同盟を作ったタイのプリーディとベ トナム

のチャン・バ ン ・ザウは、1920年 代のパ リで

既に旧知の仲で あった。そ ういう意味のパ

リ ・コネ クションが、東南ア ジァ連盟の結

成 に直接結びつ いており、 フランス抜 きに

は第二次大戦直後の動 きは考え られない。

ベ トナムがどの時点で島興部に目を移 して

いったのかは難 しい。ただ、インドネシアの

独立戦争が大きなインパクトを持っていたと

考え られ る。それか ら先はベ トナム戦争の

様々な過程で、次第に島喚部に対する関心を

高めて行 くことになる。

籠谷 一っのまとまりを持っ地域を作る指向

が、 「非中国」という意識の中から生まれて

くる。 日本史でも、絶えず非中国を意識 しな
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が ら、日本というアイデンティティが作られ

てきたように思 うが、周辺アジア諸国では絶

えず 「非中国」を意識 してい く宿命が、長い

アジア関係史の中に存在 しているように思う。

そういう宿命や文脈は、アメリカや植民地宗

主国がどこまで認識できていただろうか。べ

トナムを分裂させるのではなく、強固な経済

大国に近づ くような形で一っにまとめていれ

ば、中国への防波堤には有効だったのだろう。

しかしそれができなかったのは、歴史的なア

ジアの宿命である中国との緊張感が読みとれ

ていなかったからではないか。

古田 当時のアメ リカにそういう認識 はな

かったと思 う。ただ微妙なのはフランスで、

ベ トナム人のナショナ リズムが、中国との一

体化へと向か う方向とは、別の方向づけをし

ようとしていたと思う。フランスはその植民

地支配を展開 している過程で、ベ トナムのナ

ショナ リズムが非中国 という性格を持たざる

を得ないという認識を明確に自覚 してきたの

ではないかと考え られる。

松岡 端的に言えば、アメ リカは冷戦期に、

ベ トナム民主共和国の内部にある非中国意識

を読み取れなかった。中国の軍事的、政治的、

経済的な脅威、アジアにおける中国の比重の

大きさ、朝鮮戦争での経験、インドシナ戦争

で中国が実質的にアメリカの敵に回 った。 こ

ういった経験から、ハ ノイは北京の操 り人形

であるという認識が最初か らインプリントさ

れていた。1960年 代には中ソ対立が明確化 し
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て くるが、そこでアメリカ側が多少なりとも

認識を改めたとすれば、ハ ノイの親分がモス

クワか北京かという程度の認識の修正 しかな

かっただろう。

逆説的に見れば、アメリカは東南アジアと

中国の切 り離しを懸命に画策 している。東南

アジア地域を形成すること自体、いうまでも

なく非中国的、反中国的なものであったが、

中国圏と対峙するというよりも、その向こう

にあるアメ リカの勢力圏である太平洋、それ

か らオース トラ リア、ニュージーランド、あ

るいはマレーシアという、イギ リスやアメ リ

カの息のかかった地域を守るための、一つの

緩衝地帯 としてとらえる傾向があった。アメ

リカが作ろうとしている東南アジアの性格は、

いまでいう地域統合とは意味合いが違うとい

う留保をつけざるをえない。いずれにして も、

非中国的なもの、反中国的なものというのは、

ほとんどアメリカ側には見えていなかったと

考えている。

倉沢 ホーチ ミンは既にタンマラカと1920年

代に会っている。そういう早い段階での、島

懊部の認識はなか ったのか。なぜ独立戦争が

始まってからそういう認識がようやく出てき

たのか。

古田 指摘のとおり、ホーチ ミン自身は1930

年の南洋共産党の改組に、コ ミンテルンの部

員として関わっている。当然、島興部を含め

たこの地域の革命運動ということで、コミン

テル ンで東南アジアを管轄 していた人間の一



人として、タン・マラカとも接触があったし、

南洋共産党の系列につながる人達とも関係を

持っていた。ベ トナム近代史における島填部

との関わりという、政治史という範囲だけで

もそこまで遡る必要がある。指摘 されたとお

りだと思う。
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